
品�・��
スペシャリスト

AI���品・システムを開発��中の��

AIの��データは�当にこれで⼗�なのか...
�まれた��はありませんか�

品�・��とAIの専⾨�による��チームを�成�
業界基�がないAIの品�・��の�題を我々が�決します�

15年�上の��のある
品�・��のスペシャリストが�援

他にも、AI品�の基�が�在していない、他�にも��がない、��になる情�
がないなど、AI���品・システムの品�について�まれたことはないですか�
そんな�題に�えるため、品���のスペシャリストがAI���品・システムの
品���を保�するサービスです。

【�歴】

2006年より�15年間、������に�⼒しており、
2010年4⽉に⽇��のIEC 61508 SIL3プロセス���得、
2012年3⽉に�界�のISO 26262 ASILDプロセス���得に成功。
この��を活かして、さまざまな�業ドメインの����・�品��を�援中。

�年、AI��システムを��������するための研�と、⾃動��レベル4システムを��論�
するための研�を��し、AIシステムの����ガイドライン（SEAMSガイドライン）を作成する。
この技�知⾒を活かして、AIの������策�活動に貢�中。
ISO/IEC JTC1/SC42 WG3�員。IoT�宅 ��作成ＷＧ�員�オブザーバー。MISRA-C研��メンバ。
システム開発�書品�研��(ASDoQ)���員。��みシステム開発技�研��(CEST)�事。
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プロセス構築 AIシステム�� AI開発・�� �三者�価

AI開発のプロセス構築

��事例

⾃動��⾞�向けの
物体�識システム

AIシステム開発のトータルサポートが可�

AIシステムの
����・リスク�減

を�援

品���が
論�可�なAI開発を�援

�三者�点での
�品�価

各�品�野��・各国
の��基���などの
��、テンプレート、
ガイド、チェックリス
トなどの構築�援

必�に�じてAIの����
にも��可�
ハザード��＆リスク�価
を⾏い、品���上の�み
を抽�
システム使⽤や�⽤上の�
�を�援

AIの��から��、
�価、�⽤に�るまで、
AIシステムの品���の
�現・向上＋論�を
トータル�援

��開発物に�して、 
各�品�野��・各国の
��基���などへの
��を��
AI開発⽬�で品�・��
について再��・�当性
を��

�援内�
✔ ��中のカメラ��を��に、�⾏者や�向⾞などの物体を�識する
 システムの�作開発を�援
✔ ⾃動��の����であるUL4600や各国��基�への��が必�
 ⇒ �頼性・��性が�いAIシステムの開発とその論�を�援

開発における�題・問題点
✔ AIの品�保�に�する��者がほぼいない
✔ �体的な����や��基�は業界で�立していない
✔ �頼性・��性の�いAIであると論�するために何をどう��して
 どこまで��すればよいか、����がわからない

�決に向けた�体的な�援
     上��題に�して、AI開発のスペシャリストと品�・��のスペシャリストが
    協同でAIの品���の�現・向上＋論�を構築

 ・��したAIが�当かどうか
 ・��した��データや件�の�当性をどう論�すればよいか
 ・AIシステムの����をどうすればいいか

 ・AI開発プロセスの構築・論�ノウハウの提供
 ・��した��データ・�論�果の��・�価
 ・ヴィッツでのデモ開発における開発�書・エビデンスなどの提供

〒460-0008
�古��中�栄2-13-1 �古�パークプレイス
TEL：(052)218-5858
http://www.witz-inc.co.jp/contact/product/
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AIシステム開発に�する�援� 10 ��上


